
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 東部市民センター 
 ◆支所・情報コーナー(3 ヶ所) 

【休】12/28～1/5 

⇒1/6(月)8:30～窓口通常開設 

・原別支所(726-3102)  

・野内支所(752-2130) 

・東岳情報コーナー 

(726-3230) 

◆郵便局(3 局) 

【休】12/31～1/5 

⇒1/6(月)9:00～通常営業 

・原別郵便局(736-2136) 

・野内郵便局(726-2221) 

・久栗坂郵便局(752-3260) 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

読
書
の
楽
し
さ
と
大
切
さ
を
届
け
る 

読
書
団
体
「
ス
イ
ー
ト
ポ
テ
ト
」 

東
部
市
民
セ
ン
タ
ー
と
連
携
の
お
話
し
会
も
開
催 

今
年
度
は
、
多
く
の
方
に
読
書
活
動
を
知

っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
毎
月
の
お
話
し
会
の

う
ち
３
回(

７
・
９
・
１
２
月)

を
、
セ
ン
タ

ー
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
な
が
ら
市
民
セ
ン
タ

ー
講
座
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。 

中
村
さ
ん
は
、
親
子
で
楽
し
い
時
間
を
過

ご
し
、
本
を
好
き
に
な
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
、
本
番
前
の
練
習
や
リ
ハ
ー
サ
ル
を
楽
し

く
元
気
に
行
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。 

会
で
は
、
子
ど
も
達
に
本
の
世
界
を
届
け

て
い
た
だ
く
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

詳
し
く
は
、
市
民
図
書
館(

電
話
７
７
６-

２
４
５
５)

に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。 

 
 
 

◆当センターの年末年始の休館日

は下記のとおりです。 

 なお、休館中の本の返却はアウガ１

階と市役所本庁舎エントラスホール

内のブックポストをご利用ください。 

【休館日】 

12/29(日）～1/3（金） 

＊４日(土)は、 

９：００から開館 

します。 

 

年末年始「東部地区公共施設の休館日」情報！ 

令和６年度 第３号 

東
部
地
区
の
読
書
推
進
を
図
る
た
め
、
当

市
民
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
に
、
定
期
的
に
「
お

話
会
」
を
開
催
し
て
い
る
読
書
団
体
「
ス
イ

ー
ト
ポ
テ
ト
」
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。 

 
 

 

 

ス
イ
ー
ト
ポ
テ
ト
は
、
子
ど
も
の
豊
か
な

読
書
環
境
づ
く
り
を
目
的
に
各
地
域
で
活

動
を
続
け
て
い
る
「
青
森
市
読
書
団
体
連
絡

会
」
で
活
動
す
る
団
体
の
一
つ
で
、
現
在
の

会
員
数
は
、
リ
ー
ダ
ー
の
中
村
育
子
さ
ん
を

含
め
全
員
７
０
代
の
女
性
５
人
で
す
。 

会
員
は
、
市
民
図
書
館
が
実
施
の
「
お
は

な
し
・
読
み
聞
か
せ
講
習
会
」
を
受
講
修
了

し
、
７
年
前
か
ら
活
動
を
始
め
て
い
ま
す
。 

 

当
市
民
セ
ン
タ
ー
で
は
、
毎
月
、
第
２
日

曜
日
、
午
前
１
１
時
か
ら
３
０
分
、
３
歳
か

ら
小
学
３
年
生
と
そ
の
保
護
者
を
対
象
に
、

ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ(

お
話
し
の
語 

り
聞
か
せ)

や
絵
本
・
紙
芝
居
の
読
み 

聞
か
せ
、
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
、
本
の
紹
介 

な
ど
、
毎
回
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
工
夫
し
な 

が
ら
「
お
話
し
会
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。 

 

令和６年 12 月 1 日発行 

◆12 月のお話し 

会は、クリスマスを 

テーマに２２日(日)開催！ 

お子様と一緒に参加し 

てみませんか。 

 ◆観光施設 

・浅虫水族館(752-3377)年中無休/9:00～17:00 

・ゆ～さ浅虫(737-5151)年中無休/9:00 開館(展望浴場は 7:00～) 

「
お
話
し
会
」
を
毎
月
開
催 

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
紙
芝
居 

青森市東部市民センター 

〒030-0921 青森市原別 3-8-1 

TEL 017-736-6255  

FAX 017-736-6259 

 ◆小中学校(４校) 

冬休み 12/24(火)～1/14(火) 

・原別、野内、東陽小学校 

・東中学校 

◆児童館(2 館) 

【休】12/29～1/3 

⇒1/4(土)8:00～通常どおり開館 

・野 内(726-2234) 

・平新田(726-7376) 

東部市民センター 

今
年
も
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。 

 

地域活動 
団体レポ 

「七夕おはなし会」の様子(７月) 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

冬期間の体力づくりに! 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

体育館を一般開放 

  土曜日と日曜日 

 図書室には、蔵書が約２,７００冊あり、月に２～３回、

新着本や企画本などの入れ替えを行っています。 

本の貸出しは一人 10冊までを１５日間借りることがで

きる(登録が必要)ほか、備付けのパソコンで希望する 

本 

〈 取材・編集 〉 

青森市中央市民センター1F 

青森市生涯学習推進員室 

TEL 017-734-0164（内線 36） 

東部市民センター担当：須藤、横内 

◆土曜と日曜日の９:00～17:00は地域の皆さんに

「体育館を開放」しています。友達やご家族で！ 

利用種目は卓球とバトミントン 

区 分 9:00-13:00 13:00-17:00 

土曜日 卓球 バトミントン 

日曜日 バトミントン 卓球 

◆利用にあたって 

・予約は出来ません。当日セン 

ター窓口でお申込みください。 

・ラケット等の用具は持参。 

・利用は２時間以内。 

・小学生以下は保護者同伴。 

・センターの事業等で利用できない場合があります

ので、事前にご確認ください。 

 

センターだより第３号(12 月号)は、東部地区の主な施設の年

末年始の休館日情報や講座レポート等を掲載しました。今後も、市民の皆様

の生涯学習に役立つ情報や学習活動の様子を発信していきたいと思います。 

今年も一年間ありがとうございました。よいお年をお迎えください。 

編集後記 

 

東部の歴史講座② 10/30 

文化財から見た青森市東部の江戸時代  

図書室は 20：00、地区学習室は 

17：00まで利用できます。 

 本の検索や当センター以外から借りた本の返却もできま

す。また、冬休み期間中は１Fの小会議室を団体利用の 

無い時に「地区

学習室」として

開放しますので

冬休み中の学

習に図書室と地

区学習室をご利

用ください。 

10月 30日(水)、青森県埋蔵文化財調査センター

文化財保護主幹の齋藤正さんを講師に迎え、歴史に

興味がある 20人(男性 14人、女性 6人)が参加した

東部歴史講座➁「文化財から見た青森市東部の江戸

時代」をレポートします。 

江戸時代の青森市東部の村 文献資料に最

初に登場した青森市の地名は「浅虫」で、「吾妻鏡」

記されています。「陸奥国津軽郡之絵図(1625 年作

成)には、原別、野内、浅虫、宮田等の村が描かれ

ています。 

東部の文化財を学ぶ 青森市東部にある文化

財として、①八幡神社(原別) ②稲荷神社(原別) 

③海昌寺(下海原) ④木彫阿弥陀如来像を本尊とす

る当古寺(野内) ⑤野内の松並木⑥野内関所 ⑦貴

船神社(野内) ⑧龍ノ口(野内) ⑨本陣(浅虫) ⑩夢

宅寺(浅虫) ⑪延文 2 年銘の板碑(青森市有形文化

財/宮田) ⑫宮田のいちょうの解説がありました。 

 

講座レポート 

東部市民センターだより 3 号（R6.12 月号） 

冬休み中のご利用を！ 

「図書室と地区学習室」 

齋
藤
講
師
の
解
説
を
興
味
深
く

聞
き
メ
モ
を
取
る
参
加
者 

 
文化と歴史の東部地域 最後に、①原別には、

創建年代が中世の神社がある ②野内には、松並木、

関所、阿弥陀如来像、祈願所がある ③浅虫には、

温泉、本陣、祈祷所がある ④宮田には板碑など中

世以来の歴史的系譜の場があるなど、文化財から見

た青森市東部の江戸時代をひも解きました。 

参加者からは「宮田の板碑には何が描かれている

のか」「原別に八幡神社と稲荷神社があるが、2 つ

あるのは人口が多かったからか」等の質問や、歴史

講座への継続開催の要望が出るなど、満足度の高い

講座になったようです。参加者は、東部地区が文化

と歴史を持った興味深い地域であるということを

実感し、講座は終了しました。 

 

 

１F 図書室 


